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文教厚生常任委員会報告書 
令和 8 年 9 月 18 日 

委員長 古賀 誠視 

 

文教厚生常任委員会の所管事務調査事項について、調査の概要を報告する。調査に際

しては、8月 28日に教育部長及び関係各課に出席を求め、委員会を開催した。 

 

教育部 

冒頭、執行部から、令和 7年度古賀市教育委員会の点検及び評価報告書について報告

があった。 

委員から、小学校低学年における ICT端末の適切な利用について質疑があり、執行部

から、ガイドラインに基づく取扱留意事項を定め、学校内外で適正な利用時間と使い方

について指導されているとの答弁があった。また、ICT支援員の減少理由について質疑

があり、執行部から、各教諭が ICT活用に慣れてきたこともあって支援の要望が減少し

たが、今後も教育研修体制はしっかり整えていくとの答弁があった。 

委員から、評価指標の設定方法や成果の測定方法について質疑があり、執行部からは、

評価については、4段階の評価基準を設けており、それぞれの個別事業を担当課で評価

したものを積み上げる形をとっていることや、定例教育委員会において、教育委員が

様々な見地から意見を述べた上で総合的に取りまとめているとの答弁があった。委員か

らは、尼崎市の事例として、基準値と目標値を明示し達成度で評価する手法が紹介され、

一貫した数値の追跡の必要性について意見が述べられた。執行部からは、数値だけでは

あらわせないところもあるが、先行事例なども参考にしながら、よりよい教育環境につ

ながるよう改善していきたいとの答弁があった。 

 


